
会計年度任用職員報酬 852,438円　消耗品費 333,054円　印刷製本費 37,400円　通信運搬費
62,904円　事務取扱手数料 23,124円　クリーニング料 36,046円　健康診断委託料 1,814,220円　検
診業務委託料 1,640,690円　健康診査扶助費 54,167 円　備品購入費 1,237,500円

備　 考

項 1 保健衛生費 目 4 母子保健費

特定財源の名称・金額 母子保健衛生費国庫補助金 618,000円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 4 衛生費

  うち繰越分↓
5,440,216

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 4,797,978

  うち繰越分↓
5,473,543

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
179,520

  うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a) 96,000
  うち繰越分↓

618,000

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

5,619,736
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 4,893,978
  うち繰越分↓

6,091,543

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　乳児一般健康診査の医療機関委託（予防接種手帳に乳幼児一般健康診査受診票を使用し1人3回の公
費負担1か月・6～7か月・9～10か月での受診を推奨）を実施。先天性股関節脱臼健診（生後2～5か月）、
乳児健診（3～4か月・1歳）、1歳6か月健診、3歳児健診、2歳児歯科健診を集団健診にて実施。
　平成30年度より県内医療機関において新生児聴覚検査の助成（上限AABR：8,500円、OAE3,000円）を
行っている。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

令和4年度 乳幼児健診医療機関委託受診124人受診延べ人員185人（1か月健診での乳幼児一般健康診
査の利用が多い｡）　県外受診による償還給付4人
医療機関委託単価は1件6,589円、国保連合会の診査支払業務委託単価は1件94円である。
新生児聴覚検査72件　先天性股関節脱臼健診対象者73人受診者73人受診率100％
乳児健康診査対象者148人受診者148人受診率100％　1歳6か月健診対象者77人受診者77人受診率
100％　2歳児歯科健診対象者82人受診者82人受診率100％　3歳児健診対象者95人受診者95人受診率
100％要精密22人〔異常なし7人要観察10人要治療4人〕

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

乳児一般健康診査（医療機関委託）健康診査の実施〔先天性股関節
脱臼健診、乳児健診、1歳6か月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健
診〕と健診後の精密健康診査の実施、未受診者対策、要経過観察児
のフォロー

対 象 者 乳幼児 約500名

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　幼児健診により、持病の早期発見治療とともに本町の乳幼児が健やかに育つ支援をする。健診の受診
率の向上に努め、来て良かったと喜んでもらえる健診を目指し、子育て不安や虐待疑い、ハイリスク対象
者の把握に努めるとともに、関係機関と協力しより良い子育てを支援する。

事業継続年数 事業開始年度 昭和41年度

分野別施策 ３　子ども・子育て支援の充実 所 属 長 戸澤 幸代

主な施策 ３　子どもと母親の妊娠期からの健康の確保 電話番号 82-6323

第２次
総合計画体系

政策目標 １　健やかに暮らせるまち 担当部署 健康づくり課

根拠法令等 母子保健法

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 乳幼児健康診査事業 整理番号 1307-012

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


